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研究成果の概要（和文）：正常妊娠初期4例、正常妊娠後期3例、妊娠高血圧腎症(PE)3例の脱落膜CD4+T細胞を
scRNAseqに供した。子宮内膜CD4陽性T細胞は、ナイーブ、濾胞性T細胞様、メモリー型、Th1/Th2中間型
(7-Th1/Th2 int)、Th1、PRF+活性化型、FOXP3-Treg、Th17、FOXP3+Tregからなるヘテロな集団であった。クラス
ター毎の発現変動遺伝子解析では、PEでは妊娠後期に比べ、メモリーとTh1/Th2 intでT細胞活性化関連遺伝子の
発現が上昇していた。さらに、PEでは、FOXP3+TregにおいてPDCD1をはじめとした疲弊関連遺伝子の発現が増加
していた。

研究成果の概要（英文）：Decidual CD4+ T cells from 4 healthy early pregnancies, 3 healthy late 
pregnancies, and preeclampsia (PE) cases were subjected to scRNAseq. The decidual CD4+ T cells were 
a heterogeneous population consisting of naive, follicular T cells, memory, Th1/Th2 intermediate 
type (7-Th1/Th2 int), Th1, PRF+ activated, FOXP3-Treg, Th17 and FOXP3+Treg. Differentially expressed
 gene analysis in each cluster showed that the expression of T cell activation-related genes was 
elevated in PE compared to late gestation in memory and Th1/Th2 int. In addition, the expression of 
PDCD1 and other exhaustion-related genes was significantly elevated in FOXP3+Tregs in PE.

研究分野：生殖免疫

キーワード： 妊娠高血圧腎症　脱落膜　妊娠　制御性T細胞　CD4陽性T細胞　シングルセルトランスクリプトーム解析
　T細胞受容体

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
胎児は母体にとって半異物であるが妊娠が維持される。免疫応答を抑える働きを持つ制御性T細胞性のT細胞の働
きも必要である。妊娠高血圧腎症(PE)では、両者のバランスの不均衡により胎盤に拒絶反応が生じることが指摘
されていたが、詳細なメカニズムは不明であった。本研究では、ヒトのPEの子宮では、炎症性CD4+ T細胞の一部
で活性化を示す遺伝子の発現が上昇し、Tregでは疲弊して働きが低下することを示す遺伝子発現が上昇すること
を発見した。治療標的となりうるT細胞分画と分子の候補が明らかとなり、新規免疫学的治療開発への展開が期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
胎児は母体にとって異物である父親由来抗原を発現するが、妊娠中は母子間免疫寛容が成
立しているため拒絶されない。一方で、妊娠中でも外来微生物に対する免疫応答は維持され
ている。すなわち、母子間免疫寛容の本質は、父親抗原に特異的な免疫寛容が成立している
ことにある。母体の細胞障害性 T細胞（CTL）や CD4 陽性ヘルパーT細胞(CD4+T 細胞)は T細
胞受容体（TCR）で胎児抗原を認識し攻撃しうるが、免疫応答を抑制する制御性 T細胞（Treg）
により抑制される。CTL、CD4+T 細胞、Treg の適正なバランスが正常な妊娠維持に重要であ
る。 
妊娠高血圧腎症(PE) は、胎盤形成不全を背景とし、母体高血圧・蛋白尿・胎児胎盤循環不
全を呈する妊娠合併症である。根本的治療は妊娠の終結のみであり、早発型・重症型は管理
に難渋することが多い。母子間免疫寛容の破綻が PEの発症にかかわっていることが報告さ
れている。我々は、これまで妊娠女性の子宮内膜ならびに末梢血より取得した単一 T 細胞
から TCR レパートリー（特定の TCR 配列を有するクローンが多く出現しバリエーション
が偏っているのか、あるいは多様であるのか）を解析することで、PEでは“特定の TCRを
有する抗原特異的 Treg”の増加が不十分（Tsuda S et al. Front Immunol. 2018.）である一
方、”抗原特異的 CTL”における抑制型補助刺激分子(PD-1)の発現が低下していることを報
告してきた(Morita K, Tsuda S, et al., Front Immunol, 2020.)。すなわち、子宮局所での抗
原特異的 Treg（=免疫寛容誘導）の誘導不全と、抗原特異的 CTL(=拒絶反応)の抑制が不十
分であることが PEの形成に関与することを示唆する。 
そのため、抗原特異的 Tregの誘導と機能強化、あるいは炎症を惹起する CTL・CD4+T細
胞の活性抑制が PEの免疫学的治療となりうる。T細胞は TCRで抗原を特異的に認識し、
さらに転写因子や補助刺激分子が作用することで機能を発揮する。したがって、T細胞上の
標的となる病態関連分子を同定する必要があるが、これまでの研究では明らかにできてい
ない。 
 
２．研究の目的 
(1) 脱落膜 CD4+Ｔ細胞と Tregの多様性ならびに妊娠時期での変化を明らかにする。 
(2) PEの病態に関連するサブセットならびに分子を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
正常妊娠初期(人工妊娠中絶)、正常妊娠後期、PE 患者を対象とする。手術（帝王切開また
は子宮内容除去術）にて娩出された脱落膜（妊娠時の子宮内膜）からリンパ球を分離する。
CD4+T 細胞（ヘルパーCD4+T 細胞、Treg を含む）セルソーターで分離し、BD Rhapsody single 
cell analysis system で単一細胞から cDNA テンプレート作成を行う。その後、単一細胞
TCR レパートリー解析(scTCRseq)と、単一細胞網羅的 mRNA 発現解析(scRNAseq)のための
cDNA増幅・ライブラリー調整を施行する。次世代シークエンサーによるsequencingを行い、
データ解析を施行する。 
mRNA 発現パターンを基に Treg と CD4+T 細胞のクラスタリングを行う。mRNA 発現パターン
をクラスター毎に正常妊娠と PE で比較し病態関連分子を同定する。TCR のアミノ酸配列を
解析し、クラスター毎にクローナリティー高いクローンを同定する。クローナルに増加した
細胞のサブセット間の分布を調べることで、分化過程を検証する。 
 
４．研究成果 
正常妊娠初期脱落膜 CD4+T 細胞 4例、正常妊娠後期脱落膜 CD4+T 細胞 3例、PE 脱落膜 CD4+T
細胞 3例、 正常妊娠後期末梢血 CD4+T 細胞 1例（正常妊娠後期脱落膜 1例と同じ対象由来）
を scRNAseq に供した。このうち、正常妊娠初期脱落膜 2例、正常妊娠後期脱落膜 1例、正
常妊娠後期末梢血 1例、PE 脱落膜 1例は同時に scTCRseq も行った。 
 
(1) 脱落膜 CD4+Ｔ細胞と Tregの多様性ならびに妊娠時期での変化 
子宮内膜 CD4 陽性 T細胞は、1)ナイーブ型（0 – 2 ナイーブ）、2)濾胞性 T細胞様クラスタ
ー(3-Tfh 様)、3)メモリー型(4 – 6 メモリー)、5)Th1/Th2 中間型(7-Th1/Th2 int)、6)Th1
型（8-Th1）、7)パーフォリン(PRF)+活性化型(9-PRF+Tct)、8)FOXP3-Treg(10-PDCD1+FOXP3-
Treg)、9)Th17 型(11-Th17)、10)FOXP3+Treg(12-FOXP3+Treg)の 13 クラスターからなるヘテ
ロな集団であった（図 1） (Tsuda S. et al., Frontiers in Immunology, 2024)。 
クローナルに増加した T細胞は主として Th1/Th2 int、Th1、PRF+活性化、FOXP3+Treg クラス
ターに存在しており、これらのクラスターは抗原刺激を受け活性化・分化したと考えられた。
このうち、FOXP3+Treg のみ妊娠初期ではクローナルな細胞は見られず(0%)、正常妊娠後期
と PE でのみクローナルな細胞(17-33%)が出現していた。これは我々の既報と一致しており、



Treg は妊娠週数が進むにつれ
抗原刺激をうけ増加していくと
考えられた。 
正常妊娠初期と正常妊娠後期で
クラスター毎に発現変動遺伝子
を解析したところ、5-メモリー、
7-Th1/Th2 int、12-FOXP3+Treg
の 3 クラスターに変動が集中し
ていた。3 クラスターに共通し
て細胞移動・活性化関連遺伝子
が妊娠後期で低下していたが、
FOXP3+Treg では免疫抑制機能
に関与する LGALS1、CTLA4 の発
現が妊娠後期で上昇していた
(Tsuda S. et al., Frontiers 
in Immunology, 2024)。妊娠後期は初期に比較し総じて CD4+T 細胞の活性が低下するが、
FOXP3+Treg では免疫抑制機能の上昇を示唆する所見も同時に見られることが明らかとなっ
た。 
(2) PE の病態に関連するサブセットならびに分子 
正常妊娠後期と PEの比較でも、同様に 5-メモリー、7-Th1/Th2 int、12-FOXP3+Treg の 3 ク
ラスターに発現変動遺伝子が集中していた。5-メモリー
クラスターでは T細胞活性化・Th17 分化・移植片拒絶関
連遺伝子の発現が PE で増加していた。7-Th1/Th2 int で
は、T 細胞活性化関連遺伝子の発現が PE で増加してい
た。一方、12-FOXP3+Treg では PDCD1 をはじめとした疲
弊関連遺伝子の発現が増加していた。既報で、Treg 疲弊・
機能不全に関与することが示されている遺伝子セット
（TNFRSF18, TNFRSF4, PDCD1, IFNG, LAG3, CCR5, 
CXCR3, CCR6, HAVCR2, CXCR6, NKG7, SLAMF1, KLRB1, 
CD2, CXCR1）の発現スコア(module score)を 12-
FOXP3+Treg において比較すると、PE が正常妊娠後期よ
り有意に高値であった (p = 0.026) (図 2) (Tsuda S. 
et al., Frontiers in Immunology, 2024) 。 12-
FOXP3+Treg をさらに詳細なサブクラスター解析に供すると、既報と類似した、免疫抑制活
性が弱いナイーブ Treg、免疫抑制活性を有さない FOXP3+活性化 T細胞様クラスター、免疫
抑制活性の高いエフェクターTreg 様クラスターを認めた。この中で、クローナルな細胞が
増加していたのは既報と同様エフェクターTreg クラスターであった。PE における Treg 疲
弊関連分子の発現増強はエフェクターTreg でのみ認められた。 
以上より、正常妊娠後期ではメモリー・Th1/Th2 int クラスターの活性が妊娠初期より低下
するが、PE では逆に活性が上昇することが明らかとなった(図 3)。一方、FOXP3+Treg サブ
セットは PE で疲弊分
子の発現優位に上昇
していた(図 3)。さら
に、疲弊分子の上昇
は、抗原特異的反応を
担い免疫抑制活性の
高いエフェクター
Treg に起因していた。
メモリー・Th1/Th2 int
の活性抑制あるいは、
Treg サブセットの疲
弊解除が PE 治療の戦
略になりうると考え
られる。 

図 2 
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